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Clinical forensic assessment of the craniocervical angiology
(l.The diameter of the internal jugular vein studied by autopsy
2.Rapid resolution of symptoms after transient ischemic attack and















Clinical forensic assessment of the craniocervical angiology
(頭頚部血管に対する臨床法医学的検討)
1, The diameter of the internal jugular vein studied by autopsy
(剖検で検討した内径静脈径)
2, Rapid resolution of symptoms after transient ischemic attack






































































(学位論文審査の結果の要旨)　(明朝体1 1ポイント、 6 0 0字以内で作成頂こと。 )
頭頚部の血管は法医学領域でも臨床医学領域でも重要である0　本研究では内額静脈とウイリス
輪について、剖検例とMRA例をもとに形態計測をおこなった。
その結果、以下の点を明らかにした。
1)内頚静脈径は、右側が太いのは73.3%、左側が太いのは16.7%、左右差なしは10%であった。
2)内額静脈が内頚動脈の前面を走行する剖検例もみられた。これは解剖学の教科書とは異な
った位置関係であり、静脈穿刺を行う際に留意すべき事項である。
3)内頚静脈弁は全ての例に存在した。半数近くは左右鎖骨上線付近レベルであるが右側がよ
り上位に存在する傾向にある。その形式は2尖弁が最多(70.5%)であった。咳き込みや陽圧換
気時における逆流防止により脳を保護していると考えられる。
4)ウイリス輪は、完全形成率は剖検例でも32.7%と低かった。特に復交通動脈の左右どちら
かが欠損している例が多い。脳梗塞の診断と治療に際し、留意すべき所見と考えられた。
本論文は、頭頭部血管の臨床法医学的検討を行って新しい知見をもたらしたものであり、最終
試験として論文内容に関連した試問を受け、博士(医学)の学位論文に値するものと認められ
た。
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